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カ
イ
ロ
城
に
住
む
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
飾
紐
職
人

）

三
七　
（
二
一
一

研
究
ノ
ー
トカ

イ
ロ
城
に
住
む
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
飾
紐
職
人

─
─
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
─
─

長
谷
部
　
史
　
彦

は
じ
め
に

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
エ
ジ
プ
ト
州
の
州
都
カ
イ
ロ
の
ウ
ラ
マ
ー
名
家

に
生
ま
れ
た
著
名
な
学
者
／
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー

ʻA
bd al-Raʼūf M

uḥ am
m

ad ibn T
āj al-ʻĀ

rifīn ibn ʻA
lī al

-M
unāw

ī al-Ḥ addādī al-Q
āhirī al-Shāfiʻī

（
一
五
四
五
―
一
六

二
二
）
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
・
シ
ャ
ア
ラ
ー
ニ
ー
（
一

四
九
二
―
一
五
六
五
）
の
弟
子
の
一
人
で
、
タ
サ
ウ
ウ
フ
（
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム
）、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
、
神
学
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法

学
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
、
動
植
物
学
な
ど
の
諸
分
野
に
亘
っ
て
数
多

く
の
著
作
を
残
し（
た
）
1

。
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
代
表
作
の
一
つ
『
煌
め

く
星
々al-K

aw
ākib al-durriyya fī tarājim

 al-sāda al- ṣūfiy-
ya

』
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
十
一
世
紀
（
西
暦
十
七
世
紀
）
に
至
る

各
世
紀
の
高
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
、
計
八
七
五
人
の
事
蹟
を
集

成
し
た
伝
記
集
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
同
時
代

に
カ
イ
ロ
城Q

alʻat al-Jabal

の
城
内
に
居
住
し
て
い
た
イ
ブ

ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
と
い
う
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
注
目
す
べ
き

伝
記
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い（
る
）
2

。
こ
の
人
物
の
伝
記
は
ま
た
、
後

代
の
ダ
マ
ス
ク
ス
の
学
者
ム
ヒ
ッ
ビ
ー
（
一
六
五
一
―
一
六
九

九
）
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
十
一
世
紀
の
名
士
伝
記
集
に
も
載
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、『
煌
め
く
星
々
』
に
依
拠
し
た
こ
と
を
明
示
し

つ
つ
も
、「
抜
粋
（talkhīṣ

）
と
修
正
（taghyīr

）」
を
施
し
た

か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
て
い（
る
）
3

。

　

イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
教

団
の
一
派
の
ハ
ム
ゼ
ヴ
ィ
ー
イ
ェ
（
ハ
ム
ザ
ウ
ィ
ー
ヤ
）
に
つ
い
て

検
討
し
た
Ｈ
・
ア
ル
ガ
ー
の
論
攷
を
は
じ
め
と
し
て
、
タ
サ
ウ
ウ



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
三
号

）

三
八　
（
二
一
二

フ
・
タ
リ
ー
カ
研
究
の
立
場
か
ら
の
言
及
や
略
説
が
既
に
あ
る（
が
）
4

、

管
見
の
限
り
未
だ
仔
細
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
本
小
論
で
は
、

こ
れ
ま
で
専
ら
依
拠
さ
れ
て
き
た
ム
ヒ
ッ
ビ
ー
に
よ
る
伝
記
記
事

で
は
な
く
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
煌
め
く
星
々
』
の
イ
ブ
ン
・
テ

ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
伝
を
具
に
検
討
し
、
こ
の
遠
来
の
ス
ー
フ
ィ
ー
聖

者
の
宗
教
面
の
特
徴
を
ま
ず
詳
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
都
市
に
お

け
る
生
業
の
実
態
解
明
や
「
場
の
性
格
」
の
解
読
に
重
点
を
置
い

た
社
会
史
研
究
の
視
座
か
ら
新
た
な
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た

い
。一　

ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル 

　
　

ハ
ー
ン

　
『
煌
め
く
星
々
』
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
伝
の
冒
頭
に

は
、
そ
の
名
がIbrāhīm

 ibn T
im

urkhān ibn Ḥ am
za al-Rūm

ī 
al-Ḥ anafī 

と
記
さ
れ
て
い（
る
）
5

。
即
ち
、
彼
は
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
に

属
す
る
ル
ー
ム
出
身
の
ハ
ム
ザ
の
子
テ
ィ
ム
ハ
ー
ン
の
子
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ム
ヒ
ッ
ビ
ー
の
伝
記
集
及
び

『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
小
タ
バ
カ
ー
ト
』
で
は
、「
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー

ン
」
で
は
な
く
「
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
ハ
ー
ンT

īm
ūrkhān

」
と
表

記
さ
れ
て
い（
る
）
6

。『
煌
め
く
星
々
』
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー

ン
伝
の
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

光
り
輝
く
ス
ー
フ
ィ
ー
（ṣ ūfī bāhir

）。
彼
の
直
観
知

（m
aʻārif

）
の
星
は
明
瞭
で
あ
る
。
彼
の
出
身
（aṣ l

）
は
ボ

ス
ニ
アBuṣ nā

で
あ
り
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
諸
地
方aʻm

āl 
al-Q

usṭ anṭ īniyya

の
あ
る
町
（balda

）
で
あ
っ
た
。
彼
は

そ
こ
で
誕
生
し
、
神
へ
の
奉
仕
実
践
者
と
し
て
（m

utaʻab-
bid

an

）、
そ
し
て
禁
欲
者
と
し
て
（m

utazahhid
an

）
成
長

し
、
そ
の
後
、
諸
地
方
を
巡
り
、
傑
出
し
た
聖
者
た
ち

（aw
liyāʼ am

jād

）
と
の
出
会
い
を
希
求
し
て
移
動
し（
た
）
7

。

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
記
述
で
は
、
こ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
が
移
動
先

で
自
ら
の
個
人
名
を
次
々
と
変
え
て
い
た
こ
と
が
、
以
下
の
と
お

り
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
彼
は
懸
命
に
努
力
し
、
刻
苦
勉
励
し
、
其
々
の
町

に
お
い
て
彼
が
知
ら
れ
る
名
を
持
つ
に
至
っ
た
。
名
の
多
さ

は
名
付
け
ら
れ
た
者
の
高
貴
さ
（sharaf

）
を
示
す
。
そ
こ

で
彼
の
名
は
、
ル
ー
ム
地
方D

iyār al-Rūm

で
は
ア
リ
ー
、

メ
ッ
カ
で
は
ハ
サ
ン
、
メ
デ
ィ
ナ
で
は
ム
ハ
ン
マ
ド
、
カ
イ

ロM
iṣ r

で
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
民
衆

（ʻām
m

a

）
の
間
で
彼
は
カ
ッ
ザ
ー
ズal-Q

azzāz

（
織
物
職

人
）
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
貴
顕
（khāṣṣ a

）
の
間
で
彼
の

ク
ン
ヤ
（
添
え
名
）
は
ア
ブ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
で
あ
っ（
た
）
8

。

つ
ま
り
、
ル
ー
ム
（
ア
ナ
ト
リ
ア
及
び
バ
ル
カ
ン
）
の
ボ
ス
ニ
ア



カ
イ
ロ
城
に
住
む
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
飾
紐
職
人

）

三
九　
（
二
一
三

出
身
の
「
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
」
は
、
各
地
の

「
生
け
る
聖
者
」
に
加
え
、
お
そ
ら
く
は
聖
墓
の
「
死
せ
る
聖

者
」
と
の
接
触
や
交
流
も
求
め
て
遍
歴
を
重
ね
、
タ
サ
ウ
ウ
フ
の

修
行
に
打
ち
込
み
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
両
聖
地
で
の
滞
在
を
経
て
エ

ジ
プ
ト
へ
と
到
り
、
カ
イ
ロ
に
定
着
し
て
「
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・

ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

　

ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
続
い
て
こ
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の

道
統
、
す
な
わ
ち
彼
へ
と
至
る
ス
ー
フ
ィ
ー
の
師
弟
関
係
の
連
鎖

に
つ
い
て
、

彼
は
、
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
・
キ
ー
ラ
ー
ニ
ー
ヤ
の
修
行
道
（al

-ṭ arīq al-Bayram
iyya al-K

īlāniyya
）
を
、
ス
ル
タ
ー
ン
・

バ
イ
ラ
ムSulṭ ān Bayram

、
ア
ミ
ー
ル
・
ミ
ス
キ
ー
ン

A
m

īr M
iskīn

、
サ
イ
イ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ルal-Sayyid 

Jaʻfar

を
経
て
、
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
ー
ミ
ー al

-Shaykh M
uḥ am

m
ad al-Rūm

ī

か
ら
会
得
し（
た
）
9

。

と
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

　

バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
（
バ
イ
ラ
ミ
ー
イ
ェ
、
バ
イ
ラ
ー
ミ
ー
ヤ
）
教

団
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
前
身
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
ヤ
教
団
を
創

始
し
た
サ
フ
ィ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
孫
ハ
ー
ジ
ャ
・
ア
リ
ー
（
一

四
二
〇
歿
）
の
弟
子
ハ
ミ
デ
ュ
ッ
デ
ィ
ン
・
ア
ク
サ
ラ
ー
イ
ー

（
一
四
〇
八
歿
）
の
弟
子
で
、
ア
ン
カ
ラ
近
郊
の
ソ
ル
フ
ァ
ソ
ル

村
生
ま
れ
の
ハ
ジ
ュ
・
バ
イ
ラ
ムH

acı Bayrâm
-ı V

elî

（
一
四

二
九
／
三
〇
歿
）
を
始
祖
と
す
る
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
で
あ
る
。
ハ

ジ
ュ
・
バ
イ
ラ
ム
の
死
後
、
そ
の
後
継
者
で
ス
ン
ナ
派
高
等
教
育

を
修
め
た
ア
ク
シ
ェ
ム
セ
ッ
デ
ィ
ン
（
ダ
マ
ス
ク
ス
出
身
で
シ

ハ
ー
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
曾
孫
。
一
四
五
九

歿
）
に
始
ま
る
バ
イ
ラ
ミ
ー
イ
ェ
・
シ
ェ
ム
ス
ィ
ー
イ
ェ
教
団
と
、

ハ
ジ
ュ
・
バ
イ
ラ
ム
の
高
弟
で
ア
ク
シ
ェ
ム
セ
ッ
デ
ィ
ン
と
決
別

し
た
オ
メ
ル
・
デ
デ
・
ス
ィ
ッ
キ
ー
ニ
ー
（
一
四
七
五
歿
）
に
始

ま
る
バ
イ
ラ
ミ
ー
イ
ェ
・
メ
ラ
ー
ミ
ー
イ
ェ
教
団
に
分
裂
し
、

其
々
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
に
教
線
を
拡
げ
て
い
っ（
た
）
10

。
後
者
は
そ

の
呼
称
が
示
す
と
お
り
、
虚
飾
を
排
し
、
唯
一
神
や
他
者
の
評
価

を
求
め
る
心
に
抗
い
、
修
行
面
の
上
達
を
隠
し
、
自
己
を
非
難

（
マ
ラ
ー
マ
）
の
対
象
と
す
る
マ
ラ
ー
マ
テ
ィ
ー
ヤ
（
メ
ラ
ー

ミ
ー
イ
ェ
）
の
流
れ
を
汲
む
教
団
で
あ
っ（
た
）
11

。

　

こ
の
バ
イ
ラ
ミ
ー
イ
ェ
・
メ
ラ
ー
ミ
ー
イ
ェ
の
十
六
世
紀
中
葉

の
教
団
長
ヒ
ュ
サ
メ
ッ
デ
ィ
ン
・
ア
ン
カ
ラ
ヴ
ィ
ー
が
一
五
五
七

年
に
死
去
し
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
ハ
ム
ザ
・
バ
ー
リ
ー

H
am

za Bâlî

は
、
故
郷
の
ボ
ス
ニ
ア
に
帰
還
し
、
そ
こ
を
活
動

の
中
心
と
し
た
。
ハ
ム
ザ
は
教
団
長
と
し
て
人
気
を
博
し
た
が
、

一
五
七
三
年
四
月
、
勅
令
を
受
け
た
ズ
ボ
ル
ニ
ク
（
イ
ズ
ボ
ル
ニ

ク
）
県
総
督
に
よ
っ
て
ボ
ス
ニ
ア
北
東
部
の
町
ゴ
ル
ニ
ャ
・
ト
ゥ



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
三
号

）

四
〇　
（
二
一
四

ズ
ラ
で
捕
縛
さ
れ
、
首
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
連
行
さ
れ
、
同
年
六

月
に
ズ
ィ
ン
デ
ィ
ー
ク
（
異
端
者
）
と
し
て
死
刑
に
処
さ
れ
た
。

イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
に
も
多
く
の
信
奉
者
が
い
た
こ
の
宗
教
指
導
者

の
処
刑
に
は
、
大
宰
相
ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
と
シ
ェ

イ
ヒ
ュ
ル
イ
ス
ラ
ー
ム
の
エ
ビ
ュ
ッ
ス
ウ
ー
ド
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ

が
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ
て
い（
る
）
12

。

　

先
の
引
用
文
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、「
ス

ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
ラ
ム
」
は
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
教
団
の
名
祖
ハ
ジ

ュ
・
バ
イ
ラ
ム
を
、「
ア
ミ
ー
ル
・
ミ
ス
キ
ー
ン
」
は
、
ア
ル

ガ
ー
の
解
釈
の
と
お（
り
）
13

、
ハ
ジ
ュ
・
バ
イ
ラ
ム
の
弟
子
の
オ
メ
ル

（
・
デ
デ
）・
ス
ィ
ッ
キ
ー
ニ
ー
を
指
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後

の
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
一
四
七
五
年

に
死
去
し
た
オ
メ
ル
・
ス
ィ
ッ
キ
ー
ニ
ー
と
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル

ハ
ー
ン
の
間
を
繋
ぐ
師
弟
の
連
鎖
と
し
て
は
人
数
が
不
足
し
て
い

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

他
方
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
小
タ
バ
カ
ー

ト
』
に
お
い
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
ラ
ム
の
前
に
そ
の
師
と
し

て
「
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ルal-Shaykh ʻA

bd 
al-Q

ādir

」
と
い
う
人
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ（
る
）
14

。
前
述

の
と
お
り
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
ラ
ム
、
即
ち
ハ
ジ
ュ
・
バ
イ
ラ

ム
の
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ハ
ミ
デ
ュ
ッ
デ
ィ
ン
・
ア
ク

サ
ラ
ー
イ
ー
で
あ
り
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
と
い
う
関
連
人

物
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
カ
ー

デ
ィ
リ
ー
ヤ
教
団
の
名
祖
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
・
ジ
ー
ラ
ー

ニ
ー
（
一
一
六
六
歿
）
の
こ
と
で
あ
り
、
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
に
ギ
ー

ラ
ー
ン
地
方
に
由
来
す
る
「
キ
ー
ラ
ー
ニ
ー
ヤ
」（=

ジ
ー
ラ
ー

ニ
ー
ヤ
）
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
所
為
で
は
な
い
か
、
と

い
う
仮
説
で
あ
る
。
そ
の
実
際
の
当
否
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
少

な
く
と
も
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
カ
ー
デ
ィ
リ
ー
ヤ
の
流
れ
も
汲
ん
だ

修
行
道
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
が
フ
サ

イ
ン
・
ル
ー
ミ
ーḤ usayn al-Rūm

ī al-M
untashaw

ī

な
る
導

師
を
通
じ
て
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
の
道
統
に
も
連
な
っ
て
い
た
と
い
う

点
で
あ（
る
）
15

。
つ
ま
り
、『
煌
め
く
星
々
』
の
著
者
は
、
そ
う
し
た

人
脈
か
ら
種
々
の
情
報
を
得
て
お
り
、
同
教
団
に
関
し
て
少
な
か

ら
ず
知
識
を
備
え
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
な
る
問
題
は
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル

ハ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ハ
ム
ザ
と
い
う
彼
の
名
前
に
お
い
て
祖
父
の
位

置
に
あ
る
「
ハ
ム
ザ
」
で
あ
る
。
こ
の
「
ハ
ム
ザ
」
を
前
述
の
処

刑
さ
れ
た
教
団
長
ハ
ム
ザ
・
バ
ー
リ
ー
で
あ
る
と
し
、
イ
ブ
ン
・

テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
を
彼
の
孫
と
み
る
Ａ
・
ギ
ョ
ル
プ
ナ
ル
ル
ら
の

解
釈
に
対
し
て
、
ア
ル
ガ
ー
は
、
両
者
を
結
び
付
け
る
根
拠
が
ボ
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ス
ニ
ア
出
身
と
い
う
共
通
点
の
み
で
あ
り
、
血
縁
な
ど
が
立
証
さ

れ
て
い
な
い
と
批
判
す（
る
）
16

。
そ
の
指
摘
は
尤
も
で
あ
り
、
イ
ブ

ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
を
ハ
ム
ザ
・
バ
ー
リ
ー
の
孫
と
主
張
す
る

に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
ハ
ム
ザ
・
バ
ー
リ
ー
に
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー

ン
、
即
ち
デ
ミ
ル
ハ
ン
と
い
う
名
の
子
が
実
在
し
た
こ
と
を
確
か

な
史
料
的
根
拠
を
も
っ
て
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
煌
め
く
星
々
』
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
伝
は
、

そ
し
て
、
信
仰
の
洞
察
力
で
熟
慮
し
た
者
は
、
彼
の
聖
者
性

（w
alāya

）
を
証
言
し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
が
我
ら
と
彼
を
幸
福

な
最
期
を
も
っ
て
封
印
さ
れ
、
ま
た
彼
に
満
足
さ
れ
ま
す
よ

う
に（
！
）
17 

と
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

「
彼
に
は
驚
異
的
な
奇
蹟
（karām

āt ʻajība

）
と
特
異
な
心
的
諸

状
態
（aḥ w

āl gharība

）
が
あ
っ
た
」
と
記
し
、
イ
ブ
ン
・
テ

ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
聖
者
性
、
換
言
す
れ
ば
、
ア
ッ
ラ
ー
と
の
親
近

性
を
証
明
す
る
よ
う
な
事
例
を
三
点
提
示
し
て
い
る
。

　

一
点
目
の
例
証
に
つ
い
て
、
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
次
の
よ
う
に
記

す
。

彼
に
息
子
が
生
ま
れ
た
が
、
彼
が
伝
え
る
と
お
り
、
ム
ア
ッ

ズ
ィ
ン
が
夜
の
礼
拝
の
ア
ザ
ー
ン
を
行
っ
た
と
き
、
そ
の
子

は
揺
籃
の
中
に
い
な
が
ら
シ
ャ
ハ
ー
ダ
（
信
仰
告
白
）
を
二

度
唱
え
た
と
い（
う
）
18

。

彼
の
子
が
為
し
た
奇
蹟
に
も
み
え
る
が
、
そ
こ
で
の
意
図
は
、
ア

ッ
ラ
ー
に
由
来
す
る
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
特
殊
な
力
が

作
用
し
て
生
起
し
た
事
象
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
集
会
も
孤
独
も
好
ん
だ
が
、
多
く
の
日
々
に
お
い
て
、

カ
イ
ロ
城
や
ワ
ズ
ィ
ー
ル
門
の
外
側
に
あ
る
複
数
の
聖
墓

（m
aqābir

）
や
大
・
小
カ
ラ
ー
フ
ァal-Q

arāfa al-K
ubrā 

w
a al-Ṣ ughrā

に
対
し
て
の
み
保
護
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

そ
の
心
的
状
態
が
彼
を
征
し
た
と
き
に
は
（w

a idhā gha-
laba ʻalay-hi al-ḥ āl

）、
野
生
の
獅
子
の
よ
う
に
（ka al

-asad al-m
utaw

aḥḥ ish

）
そ
れ
ら
を
徘
徊
し
た
の
で
あ（
る
）
19

。

こ
の
記
述
は
、
こ
の
聖
者
が
頻
繁
に
カ
イ
ロ
城
か
ら
下
っ
て
周
辺

の
聖
墓
群
の
近
く
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
居

住
地
で
あ
っ
た
カ
イ
ロ
城
の
立
地
は
州
都
南
部
の
聖
墓
群
へ
の
参

詣
に
好
適
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
時
に
そ
の
尋
常
な
ら
ざ
る
精

神
状
態
に
よ
っ
て
墓
廟
地
区
で
「
野
生
の
獅
子
」
の
如
く
荒
ぶ
り
、

動
き
回
る
姿
を
人
前
に
曝
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
イ
ブ
ン
・
テ
ィ

ム
ル
ハ
ー
ン
の
姿
は
、
ま
さ
に
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
と
重
な
る

面
が
あ
る
。
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
と
は
記
し
て
い
な

い
が
、
当
時
の
カ
イ
ロ
社
会
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
「
受
動
的
聖
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者
」
に
類
す
る
一
面
を
も
つ
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な（
い
）
20

。

　

そ
し
て
、
三
点
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
私
は
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
―
―
ア

ッ
ラ
ー
が
彼
に
祝
福
と
平
安
を
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

―
―
と
ア
リ
ーʻA

lī al-M
urtaḍ ā

―
―
ア
ッ
ラ
ー
が
そ
の
御

前
で
名
誉
を
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！
―
―
を
見
た
。
そ
し

て
、
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
は
ア
リ
ー
に
『
お
お
ア
リ
ー
よ
。
サ

ラ
ー
マ
（
平
安
）、
ス
ィ
ッ
ハ
（
真
正
）
と
孤
独
な
状
態
で

書
き
な
さ
い
』
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
リ
ー
は
そ
れ
を
繰

り
返
し
実
践
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
は
ア
リ
ー
に
と
っ
て
愛
す

べ
き
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ（
る
）
21

。」

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
別
名
の
一
つ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
そ
の
従
弟
で
第
四
代
正
統
カ
リ
フ
の
ア

リ
ー
に
語
り
掛
け
る
場
面
を
視
聴
し
た
、
と
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル

ハ
ー
ン
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
目
覚
め
た
状

態
で
の
「
幻
視
」
か
、
或
い
は
睡
眠
時
の
「
夢
」
で
あ
っ
た
の
か

判
然
と
し
な
い
が
、「
夢
」
へ
の
言
及
の
不
在
は
前
者
を
示
す
よ

う
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
指
示
内
容
の
真
意
、
ア

リ
ー
の
実
践
と
そ
の
含
意
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、「
平
安
」
と

「
真
正
」
の
重
要
性
を
伝
え
、
体
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
解

釈
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
教
団
に
お
い
て

ム
ハ
ン
マ
ド
か
ら
ア
リ
ー
へ
の
聖
者
性
の
伝
授
、
さ
ら
に
は
ア

リ
ー
の
「
ワ
リ
ー
の
長
」
と
し
て
性
格
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
と
関

連
す
る
言
説
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ（
る
）
22

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
カ
イ
ロ
の
ボ
ス
ニ
ア
出
身
ス
ー
フ
ィ
ー
は
、
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー

に
よ
っ
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
ア
リ
ー
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

の
で
き
る
特
別
な
能
力
を
持
つ
ム
ス
リ
ム
聖
者
と
し
て
描
出
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
彼
の
著
作
に
つ
い
て
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
、

彼
に
は
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
諸
学
（ʻulūm

 al-qaw
m

）
に

関
す
る
複
数
の
書
簡
体
作
品
（rasāʼil

）
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
が
『
不
可
視
の
全
知
へ
の
渇
望
に
お
け
る
心
の
燃
焼

M
u ḥriqat al-qulūb fī al-shaw

q li-ʻallām
 al-ghuyūb

』

で
あ（
る
）
23

。

と
記
し
て
お
り
、
ボ
ス
ニ
ア
出
身
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン

が
ア
ラ
ビ
ア
語
を
用
い
た
著
述
の
能
力
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。

二　

イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
住
所
と
職
業

　
『
煌
め
く
星
々
』
に
以
上
の
と
お
り
描
か
れ
た
イ
ブ
ン
・
テ
ィ

ム
ル
ハ
ー
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
と
し
て
の
相
貌
に
留
意
し
つ
つ
、



カ
イ
ロ
城
に
住
む
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
飾
紐
職
人

）

四
三　
（
二
一
七

都
市
社
会
史
の
視
座
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
居
住
と
職
業
に

関
す
る
次
の
記
述
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
は
あ
る
期
間
両
聖
地
に
滞
在
し
、
そ
の
後
カ
イ

ロ
に
定
着
し
、
あ
る
期
間
ザ
ー
ヒ
ド
集
会
モ
ス
クJām

iʻ al
-Zāhid

に
、
そ
の
後
カ
ウ
ス
ー
ン
集
会
モ
ス
クJām

iʻ 
Q

aw
ṣ ūn

に
、
そ
の
後
バ
ル
ク
ー
キ
ー
ヤal-Barqūqiyya

に
滞
在
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
カ
イ
ロ
城Q

alʻat al-Ja-
bal

で
暮
ら
し
、
サ
ー
リ
ヤSāriya

の
近
く
の
家
屋
（m

as-
kan

）
に
居
住
し
て
、
城
の
店
舗
（ḥ ānūt

）
に
絹
の
飾
紐

を
製
作
し
な
が
ら
（yaʻqid fī-hā al-ḥ arīr

）
着
座
し（
た
）
24

。

　

ザ
ー
ヒ
ド
・
モ
ス
ク
は
、
カ
ー
ヒ
ラ
北
西
の
シ
ャ
ア
リ
ー
ヤ
門

の
西
側
に
現
存
す
る
、
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
ア
フ
マ
ド
・
ザ
ー
ヒ
ド

の
モ
ス
ク
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
五
世
紀
前
半
の
マ
ク
リ
ー
ズ

ィ
ー
の
『
エ
ジ
プ
ト
誌
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
集
会
モ
ス
ク
は
カ
ー

ヒ
ラ
市
壁
外
の
マ
ク
ス
地
区K

huṭṭ  al-M
aqs

に
所
在
し
た
。
そ

の
地
は
モ
ス
ク
建
設
以
前
に
は
塵
の
丘
で
あ
っ
た
が
、
聖
者

（m
uʻtaqad

）
で
禁
欲
者
（zāhid

）
の
ア
フ
マ
ド
は
、
塵
を
搬
出

し
て
か
ら
こ
の
集
会
モ
ス
ク
を
新
設
し
た
と
い
う
。
こ
の
ス
ー
フ

ィ
ー
聖
者
ア
フ
マ
ド
は
ペ
ス
ト
流
行
期
の
八
一
九
年
第
三
月
十
七

日
／
一
四
一
六
年
五
月
十
五
日
に
死
去
し
、
同
モ
ス
ク
構
内
に
埋

葬
さ
れ（
た
）
25

。
な
お
、『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
小
タ
バ
カ
ー
ト
』
の
方
に

は
、「
ザ
ー
ヒ
ド
集
会
モ
ス
ク
街
区
にbi-K

huṭṭ  Jām
iʻ al-Zāhid

」

と
記
さ
れ
て
お（
り
）
26

、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
は
同
モ
ス
ク
の

内
部
で
は
な
く
近
隣
の
街
区
に
居
住
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

カ
ウ
ス
ー
ン
の
集
会
モ
ス
ク
に
は
、
カ
ー
ヒ
ラ
の
南
大
門
の
ズ

ワ
イ
ラ
門
と
カ
イ
ロ
城
の
間
に
広
が
る
南
部
市
域
に
所
在
し
た
大

モ
ス
ク
と
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
門
近
く
に
修
道
場
（khānqāh

）
と
共

に
建
設
さ
れ
た
小
モ
ス
ク
の
二
つ
が
あ
っ
た
が
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
や

修
道
場
に
関
す
る
言
及
が
無
い
こ
と
か
ら
、
七
三
〇
年
第
九
月
／

一
三
三
〇
年
六
―
七
月
に
竣
工
さ
れ
た
前
者
の
「
ズ
ワ
イ
ラ
門
外

の
カ
ウ
ス
ー
ン
集
会
モ
ス
クJām

iʻ Q
aw

ṣ ūn khārija Bāb Zu-
w

ayla

」
を
指
す
も
の
と
推
断
さ
れ（
る
）
27

。
ま
た
、
バ
ル
ク
ー
キ
ー

ヤ
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ヒ
ラ
市
壁
内
中
心
部
の
バ
イ
ナ
ル
カ
ス
ラ

イ
ン
に
位
置
す
る
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ク
ー
ク

の
ザ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院al-M

adrasa al-Ẓ āhiriyya

・
修
道
場
・

集
会
モ
ス
ク
・
王
廟
か
ら
成
る
巨
大
な
複
合
宗
教
施
設
（
七
八
八

年
／
一
三
八
六
年
竣
工
）
の
こ
と
で
あ
ろ（
う
）
28

。

　

そ
し
て
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
が
こ
の
記
述
の
順
に
転

居
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
カ
ー
ヒ
ラ
市
壁
外
の
西
部
市
域
か
ら

南
部
市
域
へ
、
次
に
市
壁
内
中
心
部
の
カ
サ
バ
へ
と
、
人
口
密
度

の
よ
り
高
い
地
区
を
求
め
る
か
の
如
く
生
活
拠
点
を
移
し
、
遂
に

は
エ
ジ
プ
ト
州
に
お
け
る
政
治
権
力
の
中
心
拠
点
で
あ
っ
た
カ
イ
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ロ
の
山
城
の
内
部
へ
と
入
り
込
む
に
至
っ
た
よ
う
に
み
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
ラ
ー
ミ
ー
の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
逆
説

的
と
も
い
え
る
「
中
央
志
向
」
が
そ
こ
に
観
取
さ
れ
よ
う
。

他
方
、
ル
ー
ム
（
ア
ナ
ト
リ
ア
及
び
バ
ル
カ
ン
）
商
人
の

集
う
商
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
ト
ル
コ
語
が
飛
び
交
う

ハ
ー
ン
・
ハ
リ
ー
リ
ー
の
近
く
に
バ
イ
ナ
ル
カ
ス
ラ
イ
ン

が
位
置
し
て
い
た
こ（
と
）
29

、
さ
ら
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期

の
カ
イ
ロ
城
に
お
け
る
ト
ル
コ
語
の
優
位
性
や
使
用
頻
度

の
高
さ
に
鑑
み
れ
ば
、
同
帝
国
の
北
部
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語

圏
へ
南
進
し
、
カ
イ
ロ
に
行
き
着
い
た
こ
の
ス
ー
フ
ィ
ー

に
よ
る
居
住
地
の
選
択
が
、
近
世
カ
イ
ロ
に
お
け
る
日
常

言
語
の
空
間
的
分
布
の
影
響
も
受
け
て
い
た
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

引
用
文
中
の
「
サ
ー
リ
ヤ
の
近
く
に
」
は
、
ス
レ
イ
マ

ン
・
パ
シ
ャ
集
会
モ
ス
ク
（
写
真
１
）
の
中
庭
北
東
部
に

附
設
さ
れ
た
サ
ー
リ
ヤSīdī Sāriya

廟
の
聖
墓
（
写
真

２
）
の
近
隣
に
居
を
定
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
五
二

八
年
竣
工
の
こ
の
モ
ス
ク
は
、
廟
の
存
在
か
ら
ス
ィ
ー
デ

ィ
ー
・
サ
ー
リ
ヤ
・
モ
ス
ク
と
も
呼
ば
れ（
た
）
30

。
ス
レ
イ
マ

ン
・
パ
シ
ャ
集
会
モ
ス
ク
の
前
身
は
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝

後
期
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
総
督
で
あ
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア

写真１　スレイマン・パシャ集会モスク（筆者撮影）
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ス
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ー
聖
者
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職
人
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四
五　
（
二
一
九

人
の
ア
ブ
ー
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
カ
ス
タA

bū M
anṣ ūr 

Q
asṭ a al-A

rm
anī

が
建
て
た
モ
ス
ク
で
あ
っ（
た
）
31

。

　

サ
ー
リ
ヤSāriya ibn Zunaym

 al-D
uʼalī al-K

inānī

は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
教
友
で
、
大
征
服
期
の
軍
人
で

あ
り
、
対
サ
ー
サ
ー
ン
朝
遠
征
に
参
加
し
た
折
、
第
二
代

正
統
カ
リ
フ
の
ウ
マ
ル
が
メ
デ
ィ
ナ
で
発
し
た
「
山
だ
、

山
！
」
と
い
う
敵
の
位
置
情
報
の
語
り
を
遠
く
イ
ラ
ク
の

地
で
聞
き
取
っ
て
勝
利
し
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、「
山
の

サ
ー
リ
ヤSāriya al-Jabal

」
と
し
て
知
ら
れ（
る
）
32

。
サ
ラ

デ
ィ
ン
に
よ
る
カ
イ
ロ
城
の
建
設
着
手
以
前
か
ら
こ
の

「
山
」
に
存
在
し
た
サ
ー
リ
ヤ
に
帰
さ
れ
る
墓
は
、
そ
の

起
点
は
不
明
だ
が
、
聖
墓
と
し
て
崇
敬
対
象
で
あ
り
続

け（
た
）
33

。
エ
ジ
プ
ト
州
の
支
配
体
制
の
確
立
に
多
大
な
役
割

を
果
た
し
た
州
総
督
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
が
自
ら
の
構

造
物
の
中
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

サ
ー
リ
ヤ
廟
は
教
友
の
聖
墓
と
し
て
カ
イ
ロ
城
内
で
特
別

の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
近
く
で
の
生
活
は
、
聖
者

と
の
交
流
を
求
め
る
諸
国
遍
歴
者
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
テ

ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
に
城
内
居
住
の
積
極
的
な
理
由
を
付
与
し

た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
の
が
、
引
用
文
中
の
「
城
の
店

写真 2　スィーディー・サーリヤ廟（筆者撮影）



史
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〇

舗
に
絹
の
飾
紐
を
製
作
し
な
が
ら
着
座
し
た
」
と
い
う
部
分
で
あ

る
。
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
は
絹
糸
を
用
い
た
飾
紐
（
パ
ス

マ
ン
ト
リ
ー
、
タ
ッ
セ
ル
、
組
紐
な
ど
）
の
職
人
と
し
て
の
顔
を

持
ち
、
お
そ
ら
く
は
自
ら
の
店
舗
で
そ
の
販
売
に
も
従
事
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ア
ッ
カ
ー
ド
（ʻaqqād 

飾
紐
職
人
／
商

人
）
と
し
て
働
く
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
イ
モ

ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
カ
イ
ロ
の
ア
ッ
カ
ー
デ

ィ
ー
ン
（
ア
ッ
カ
ー
ド
た
ち
）
は
経
済
的
中
間
層
に
属
し
て
い（
た
）
34

。

「
カ
イ
ロ
の
ア
ッ
カ
ー
デ
ィ
ー
ン
の
市
場Sūq al-ʻA

qqādīn al
-Baladī

」
は
カ
ー
ヒ
ラ
中
心
部
の
南
寄
り
、
カ
イ
ロ
の
織
物
取

引
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
ガ
ウ
リ
ー
ヤ
の
南
側
に
位
置
し
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
ズ
ワ
イ
ラ
門
に
向
か
っ
て
南
進
し
た
地
点
に
は

「
ル
ー
ム
の
ア
ッ
カ
ー
デ
ィ
ー
ン
の
市
場Sūq al-ʻA

qqādīn al
-Rūm

ī

」
が
あ
っ（
た
）
35

。
こ
の
二
つ
の
ス
ー
ク
の
飾
紐
業
者
は
、

別
々
に
同
職
組
合
を
成
し
て
い（
た
）
36

。

　

カ
ー
ヒ
ラ
市
壁
内
の
こ
れ
ら
の
両
ス
ー
ク
か
ら
距
離
的
に
遠
く

隔
た
っ
た
丘
の
上
に
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
は
店
舗
を
構

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
絹
糸
な
ど
の
手
工
芸
材
料
を
如
何
な
る

か
た
ち
で
仕
入
れ
、
道
具
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
た
の
か
、

「
ル
ー
ム
の
ア
ッ
カ
ー
デ
ィ
ー
ン
の
市
場
」
や
そ
の
同
職
組
合
と

の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
の
問
い
が
次
々
と
生
じ
て

く
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
回
答
の
手
懸
り
を
記
事
の
中
に
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
レ
イ
モ
ン
の
ア
ス
カ
リ
ー
遺
産

台
帳
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
七
八
二
年
に
南
部
区
域
の
ス
ー
ク
・

ア
ッ=

ス
ィ
ラ
ー
フ
の
ラ
ー
デ
ィ
ーal-Ḥ ājj Rāḍ ī

と
い
う
煙
草

商
人
が
一
〇
〇
〇
ニ
ス
フ
相
当
の
店
舗
を
、
一
六
九
四
年
に
ア

リ
ー
と
い
う
ム
ザ
イ
イ
ン
（
理
容
師
）
が
一
四
三
二
ニ
ス
フ
相
当

の
店
舗
を
、
い
ず
れ
も
カ
イ
ロ
城
内
に
所
有
し
て
い
た
事
実
が
確

認
さ
れ
て
お（
り
）
37

、
オ
ス
マ
ン
朝
期
の
カ
イ
ロ
城
内
に
は
種
々
の
商

業
店
舗
が
存
在
し
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ハ
ー
ン
の
飾
紐
店
も
そ
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
職
人
聖
者
の
店
舗
が
城
内
の
何
処
に
あ
っ
た
の
か
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
カ
イ
ロ
城
の
三
つ
の
エ
リ
ア
、
即
ち
、
①
南
西

に
位
置
す
る
「
ハ
ウ
シ
ュ
（Ḥ aw

sh

中
庭
）」
と
通
称
さ
れ
た
州

総
督
府
、
②
北
東
に
位
置
す
る
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
本
部
、
③
州
総

督
府
の
北
西
側
に
位
置
し
、
ル
マ
イ
ラ
広
場
に
面
し
た
ア
ザ
ブ
軍

本（
部
）
38

の
う
ち
、
サ
ー
リ
ヤ
廟
は
②
の
エ
リ
ア
の
中
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
ト
ル
コ
語
が
第
一
言
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
同
エ
リ

ア
に
彼
が
住
み
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
を
主
要
な
消
費
者
と
し
て
営

業
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
察
が
浮
上
す
る
。
も
し
そ
う

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
祖
父
と
目
す
る
向
き
も
あ
る
バ
イ
ラ

ミ
ー
イ
ェ
・
メ
ラ
ー
ミ
ー
イ
ェ
教
団
長
ハ
ム
ザ
と
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
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（
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二
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註（1
）　

ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
生
涯
・
学
問
・
思
想
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

研
究
で
あ
るT

ayeb Chouiref, Soufism
e et H

adith dans 
lʼÉ

gypte ottm
ane: ʻA

bd al-R
aʼūf al-M

unāw
ī 

（952/1545-
1031/1622

）, Cairo: Institut Français dʼA
rchéologie O

ri-
entale, 2020

を
参
照
の
こ
と
。
シ
ャ
ア
ラ
ー
ニ
ー
と
ム
ナ
ー
ウ

ィ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

ichael W
inter, Society and R

e-
ligion in E

arly O
ttom

an E
gypt: Studies in the W

ritings 
of ʻA

bd al-W
ahhāb al-Shaʻrānī, N

ew
 Brunsw

ick, N
ew

 
Jersey: T

ransaction Books, 1982, pp. 58, 72, 83; Chouiref, 
op. cit., pp. 62-75

を
参
照
せ
よ
。

（
2
）　A

l-M
unāw

ī, al-K
aw

ākib al-durriyya fī tarājim
 al-sāda 

al- ṣūfiyya, 5vols., Beirut: D
ār al-Ṣ ādir, 1999

［
以
下
、al

-K
aw

ākib al-durriyya

と
略
記
］, vol. 3, pp. 474-475. 

こ
の
伝

記
集
は
『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
大
タ
バ
カ
ー
トṬabaqāt al-M

unāw
ī 

al-K
ubrā

』
と
い
う
別
名
で
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
対
を
成
す

『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
小
タ
バ
カ
ー
トṬabaqāt al-M

unāwī al- Ṣughrā

』

（Irghām
 al-aw

liyāʼ al-shay ṭān bi-dhikr m
anāqib al-aw

li-
yāʼ al-ra ḥm

ān

）
に
も
こ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
小
伝
が
収
載
さ

れ
て
い
る
（al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 4, pp. 93-94.

）。

（
3
）　al-M

uḥ ibbī, K
hulā ṣat al-athar fī aʻyān al-qarn al- ḥādī 

ʻashar

［
以
下
、K

hulā ṣat al-athar

と
略
記
］, 4vols., Cairo: 

D
ār al-K

itāb al-Islām
ī, n.d., vol. 1, pp. 16-17.

（
4
）　H

am
id A

lgar, 

“The H
am

zeviye: A
 D

eviant M
ove-

m
ent in Bosnian Sufism

”, Islam
ic Studies, 36-2/3 

（1997

）, 
pp. 250-251; H

arry T
hirlw

all N
orris, Islam

 in the Bal-

軍
内
の
信
奉
者
た
ち
の
過
去
の
繋
が
り
も
想
起
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
煌
め
く
星
々
』
の
ベ
イ
ル
ー
ト
校
訂
版
に
は
イ
ブ
ン
・
テ
ィ

ム
ル
ハ
ー
ン
の
死
去
に
関
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
ム
ヒ

ッ
ビ
ー
の
伝
記
集
に
は
、
歿
年
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
六
年
（
西

暦
一
六
一
七
年
）
で
、
埋
葬
場
所
に
つ
い
て
は
「
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ

al-N
iẓ ām

iyya

の
前
に
あ
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル
門
の
墓
、
彼
の
子
供
た

ち
の
も
と
に
埋
葬
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い（
る
）
39

。
な
お
、
ア
ラ
ビ

ア
語
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
《
バ
ウ
ワ
ー
バ
・
ダ
ー
ル
・
ア
ル=

マ

ア
ー
リ
フ
・
ア
ル=

イ
フ
バ
ー
リ
ー
ヤ
》
の
二
〇
二
〇
年
十
二
月

三
〇
日
付
の
記
事
は
、
カ
イ
ロ
城
の
北
の
ハ
ッ
タ
ー
バ
地
区
に
現

存
す
る
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
墓
廟
の
来
歴
を
ム
ヒ
ッ

ビ
ー
の
記
述
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
伝
え
、
ド
ー
ム
を
頂
く
墓
廟

建
築
の
外
観
写
真
も
掲
載
し
て
お
り
、
廃
墟
で
は
な
い
様
子
が
そ

こ
に
観
取
さ
れ（
る
）
40

。
こ
の
小
規
模
な
聖
廟
施
設
は
、
サ
ー
リ
ヤ
廟

を
内
包
す
る
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
集
会
モ
ス
ク
か
ら
丘
の
斜
面

を
北
北
西
に
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
地
点
に
あ
る
。
そ
の
現

状
調
査
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



史
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二
二

kans: R
eligion and Society betw

een E
urope and the A

rab 
W

orld, Colum
bia, South Carolina: U

niversity of South 
Carolina Press, 1993, pp. 118-119. 

そ
の
他
の
言
及
に
つ
い
て

はA
lgar, op. cit., p. 260, n.  51

を
参
照
せ
よ
。

（
5
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 474. 

（
6
）　K

hulā ṣat al-athar, vol. 1, p. 16; al-K
aw

ākib al-durriy
-ya, vol. 4, p. 93.

（
7
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 474. 

カ
イ
ロ
の
ム
ナ
ー

ウ
ィ
ー
は
、
ボ
ス
ニ
ア
を
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
諸
地
方
」
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
小
タ
バ
カ
ー

ト
』
に
は
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
諸
地
方
の
一
つ
の
ボ
ス
ニ
ア
」
と
表

現
さ
れ
て
い
る
（al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 4, p. 93.

）。

（
8
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 474.

（
9
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, pp. 474-475. 

ム
ヒ
ッ

ビ
ー
の
伝
記
集
に
はal-ṭ arīqa al-Bayrām

iyya al-K
īlāniyya

と

あ
る
（K

hulā ṣat al-athar, vol. 1, p. 16.

）。

（
10
）　F. B

etul Y
avuz, 

“Bayram
iyye

”, E
ncyclopaedia of 

Islam
, T

hree; Fuat Bayram
oğlu and N

ihat A
zam

at, 

“Bayram
iyye

”, T
D

V
 İslâm

 A
nsiklopedisi, Istanbul, 1992, 

5: 269-273; K
laus K

reiser, 

“Aq Sham
s al-D

īn

”, E
ncyclo-

paedia of Islam
, T

hree; V
ictoria Row

e H
olbrook, 

“Ibn 
ʻA

rabī and O
ttom

an D
ervish T

raditions: T
he M

elam
i Sup-

ra-O
rder 

（Part one

）”, Journal of the M
uhyiddin Ibn 

ʻA
rabi Society, vol.  9 （1991

）, pp. 20-25.

（
11
）　H

olbrook, op. cit., pp. 18-20.

（
12
）　Ines A

ščerić-T
odd, D

ervishes and Islam
 in Bosnia: 

Sufi D
im

ensions to the Foundations of Bosnian M
uslim

 
Society, Leiden: E. J. Brill, 2015, pp. 161-166. 

Ｈ
・
Ｔ
・
ノ

リ
ス
は
一
五
六
〇
年
ま
で
に
ボ
ス
ニ
ア
に
バ
イ
ラ
ミ
ー
イ
ェ
・
メ

ラ
ー
ミ
ー
イ
ェ
が
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
た
と
す
る
が
（H

. T
. 

N
orris, Popular Sufism

 in E
astern E

urope: Sufi Brother-
hoods and the D

ialogue w
ith Christianity and ʻH

etero-
doxyʼ, A

bingdon: Routledge, 2006, p. 22.

）、
Ｉ
・
ア
シ
ュ
チ

ェ
リ
ッ
チ=

ト
ッ
ド
は
ハ
ム
ザ
の
ボ
ス
ニ
ア
帰
郷
が
同
地
に
お
け

る
起
点
で
は
な
く
、
一
五
一
九
年
に
ズ
ボ
ル
ニ
ク
県
の
ハ
ム
ザ
・

デ
デ
・
テ
ッ
ケ
が
建
設
さ
れ
た
段
階
で
既
に
同
教
団
の
活
動
が
始

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。
詳
し
く
は

A
ščerić-T

odd, op. cit., pp. 174-177

を
参
照
の
こ
と
。

（
13
）　A

lgar, 

“The H
am

zeviye

”, p. 250. 

ア
ル
ガ
ー
はÖ

m
er 

D
ede Biçakçi

と
記
し
て
い
る
。

（
14
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 4, p. 94.

（
15
）　Chouiref, op. cit., p. 61. 

ム
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
そ
の
ほ
か
に
ハ

ル
ワ
テ
ィ
ー
ヤ
、
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
ヤ
、
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー

ヤ
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
（Chouiref, op. cit., pp. 58-61.

）。

な
お
、
当
該
期
カ
イ
ロ
の
有
力
学
者
ア
ル
ト
ゥ
・
パ
ル
マ
ク
も
バ

イ
ラ
ミ
ー
ヤ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
り
（J. Schacht, 

“Altı Par-
m

ak

”, E
ncyclopaedia of Islam

, Second E
dition.

）、
エ
ジ
プ

ト
州
、
特
に
カ
イ
ロ
に
お
け
る
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
の
活
動
実
態
の
総

合
的
把
握
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
祈
願
式
に
お
け
る
ア

ル
ト
ゥ
・
パ
ル
マ
ク
の
先
導
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
七

世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式
―
―『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚
書
」『
史
学
』、
十
三
頁
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を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　A

lgar, op. cit. pp. 250-251; A
bdülbaki Gölpınarlı, 

M
elâm

îlik ve M
elâm

îler, İstanbul: D
evlet M

atbaası, 1931, 
pp. 76-77.

（
17
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475.

（
18
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475. 

イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム

ル
ハ
ー
ン
の
ク
ン
ヤ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
子
の
名
は
ム
ハ
ン
マ
ド

で
あ
ろ
う
か
。
子
の
存
在
は
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
妻
帯
、

或
い
は
女
奴
隷
の
保
有
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
19
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475. 

大
・
小
カ
ラ
ー
フ

ァ
と
聖
山
ム
カ
ッ
タ
ム
の
地
理
や
参
詣
空
間
に
つ
い
て
は
、
大
稔

哲
也
『
エ
ジ
プ
ト
死
者
の
街
と
聖
墓
参
詣
―
―
ム
ス
リ
ム
と
非
ム

ス
リ
ム
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
一

三
―
二
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）　

同
時
期
の
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
に
関
す
る
拙
稿
「『
夜
話
の

優
美
』
に
み
え
る
ダ
マ
ス
ク
ス
の
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
」
山
本

英
史
編
『
ア
ジ
ア
の
文
人
が
見
た
民
衆
と
そ
の
文
化
』
慶
應
義
塾

大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
―
二
三
四
頁
を

比
較
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475.

（
22
）　

バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
・
マ
ラ
ー
ミ
ー
ヤ
に
お
け
る
ム
ハ
ン
マ
ド
か
ら

ア
リ
ー
へ
の
ワ
ラ
ー
ヤ
（
聖
者
性
）
の
継
承
、
そ
し
て
「
ワ
リ
ー

の
長
」
と
し
て
の
ア
リ
ー
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、F. Betul 

Y
avuz, 

“The M
aking of a Sufi O

rder betw
een H

eresy 
and Legitim

acy: Bayram
ī-M

alām
ī in the O

ttom
an Em

-
pire

”, Rice U
niversity, PhD

 dissertation, pp. 183-186

を
参

照
せ
よ
。
ま
た
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
中
世
後
期
以
降
の
ム
ハ
ン

マ
ド
崇
敬
の
社
会
的
隆
盛
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝

期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」
今
谷

明
編
『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
七
―

二
三
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475. 

同
書
の
情
報
は
キ

ャ
ー
テ
ィ
プ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
文
献
解
題
提
要
に
も
確
認
さ
れ
る
。

Gustav Flügel, Lexicon bibliographicum
 et encyclopaedi-

cum
, 7vols., Leipzig and London, 1835-1858, vol. 4, p.  421

を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 3, p. 475.

（
25
）　A

l-M
aqrīzī, al-M

aw
ā ʿi ẓ w

a al-i ʿtibār fī dhikr al-khi ṭa ṭ 
w

a al-āthār, 5vols., London: M
uʾ assasat al-Furqān lil-

T
urāth al-Islām

ī, 2002-2004

［
以
下
、al-K

hi ṭa ṭ

と
略
記
］, 

vol. 4, p. 330. 

マ
ク
ス
は
カ
ー
ヒ
ラ
の
河
港
で
あ
っ
た
が
、
マ
ム

ル
ー
ク
朝
初
期
の
ナ
イ
ル
川
の
西
方
移
動
に
よ
っ
て
内
陸
化
し
た
。

十
四
世
紀
以
降
ブ
ー
ラ
ー
ク
が
新
た
に
カ
ー
ヒ
ラ
の
港
と
な
り
、

マ
ク
ス
は
西
郊
の
周
縁
地
と
化
し
て
い
っ
た
。
十
七
世
紀
に
至
る

西
部
市
域
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ス
マ
ン
朝
期
カ
ー
ヒ

ラ
西
郊
の
都
市
的
発
展
―
―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
み
え
る
ア
ズ
バ

キ
ー
ヤ
池
南
岸
と
ル
ー
ク
門
地
区
」
神
崎
忠
昭
・
長
谷
部
史
彦
編

『
地
中
海
圏
都
市
の
活
力
と
変
貌
』
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
、
二
〇

二
一
年
、
一
七
九
―
一
九
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
26
）　al-K

aw
ākib al-durriyya, vol. 4, p. 93.

（
27
）　al-K

hi ṭa ṭ, vol. 4, pp. 223-226. 

十
四
世
紀
中
葉
マ
ム
ル
ー
ク

朝
の
最
有
力
ア
ミ
ー
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
カ
ウ
ス
ー
ン
・
ナ
ー
ス



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
三
号

）

五
〇　
（
二
二
四

ィ
リ
ーSayf al-D

īn Q
aw

ṣ ūn al-N
āṣ irī

に
つ
い
て
は
、
と
り
あ

え
ずJo V

an Steenbergen, O
rder O

ut of Chaos: Patro-
nage, C

onflict and M
am

luk Socio-P
olitical C

ulture, 
1341-1382, Leiden: E. J. Brill, 2006, p.  184

を
参
照
せ
よ
。

（
28
）　al-K

hi ṭa ṭ, vol. 4, pp. 679-688. 

同
施
設
に
つ
い
て
は
、

D
oris Behrens-A

bouseif, Islam
ic A

rchitecture in Cairo: 
A

n Introduction, Second Im
pression, Leiden: E. J. Brill, 

1992, pp. 133-135; Saleh Lam
ei M

ostafa, M
adrasa, Ḫān-

qāh und M
ausoleum

 des Barqūq in K
airo: m

it einem
 

Ü
berblick über B

auten aus der E
poche der Fam

ilie 
Barqūq, Glückstadt: V

erlag J. J. A
ugustin, 1982

を
参
照
の

こ
と
。

（
29
）　A

ndré Raym
ond, A

rtisans et com
m

erçants au Caire 
au X

V
IIIe siècle,  2 vols,, D

am
ascus: Institut français de 

D
am

as, 1973-1974, pp. 468-469.

（
30
）　Philipp Speiser, 

“The Rem
odeling of the Cairo Citadel 

from
 the 16th to the 20th Century

”, A
nnales Islam

o-
logiques, t.  38 

（2004

）, p. 79; D
aniel Crecelius and ʻA

bd 
al-W

ahhab Bakr, A
l-D

am
urdashiʼs Chronicle of E

gypt, 
1688-1755: A

l-D
urra al-M

usana fi A
khbar al-K

inana, 
Leiden: E. J. Brill, 1991, p. 33; Behrens-A

bouseif, Islam
ic 

A
rchitecture in Cairo, p. 158.

（
31
）　al-K

hi ṭa ṭ, vol. 3, pp. 641-642. N
asser O

. Rabbat, T
he 

Citadel of Cairo: A
 N

ew
 Interpretation of R

oyal M
am

luk 
A

rchitecture, Leiden: E. J. Brill, 1995, p. 53.

（
32
）　Bernd Radke and John O

ʻK
ane, T

he Concept of Saint-

hood in E
arly Islam

ic M
ysticism

: T
w

o W
orks by A

l
- Ḥakīm

 al-T
irm

idhī, A
bington: Routledge, 1996, pp. 154-

155.

（
33
）　

参
詣
対
象
と
し
て
の
教
友
サ
ー
リ
ヤ
の
墓
に
つ
い
て
は
、
十
二

世
紀
後
半
の
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
も
言
及
し
て
い
る
（
イ
ブ

ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
（
家
島
彦
一
訳
注
）『
メ
ッ
カ
巡
礼
記
―
―
旅
の

出
会
い
に
関
す
る
情
報
の
備
忘
録
』
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
、
第

一
巻
、
八
二
―
八
三
頁
、
一
一
九
頁
注
六
七
）。

（
34
）　Raym

ond, A
rtisans et com

m
erçants au Caire, p. 393. 

（
35
）　Raym

ond, A
rtisans et com

m
erçants au Caire, p. 325; 

Carte 4: Localisation des m
étier des textiles et des tis-

sues.

（
36
）　A

ndré R
aym

ond, 

“Une liste des corporations de 
m

étier au Caire en 1801

”, A
rabica, 4-2 

（1957

）, pp.  154 

（no  7

）,  155 （no  22

）. 

（
37
）　Raym

ond, A
rtisans et com

m
erçants au Caire, pp. 395, 

702. 

前
者
の
事
例
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ム
ル
ハ
ー
ン
の
店

舗
も
カ
ー
ヒ
ラ
市
壁
内
の
飾
紐
店
の
「
支
店
」
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

（
38
）　Speiser, op. cit., pp. 80-81, 87, Fig. 1.

（
39
）　K

hulā ṣat al-athar, vol. 1, p. 17. Cf. A
kram

 Ḥ
asan 

al-ʻU
labī, T

akm
ilat shadharāt al-dhahab fī akhbār m

an 
dhahab, vol. 1, D

am
ascus: D

ār al-Ṭ abbā̒
, 1991, p. 73.

な
お
、

こ
の
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の

ナ
ー
ス
ィ
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
に
よ
っ
て
カ
イ
ロ
北
郊
に
設
立
さ
れ

た
ス
ィ
ル
ー
ヤ
ー
ク
ー
ス
修
道
場
で
修
道
場
長
を
務
め
た
ニ
ザ
ー



カ
イ
ロ
城
に
住
む
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
飾
紐
職
人

）

五
一　
（
二
二
五

ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ニ
ーN

iẓ ām
 al-D

īn Isḥ āq ibn 
ʻĀ
ṣ im

 al-Isfahānī

が
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
門
の
北
に
あ
る
マ
フ
ル
ー

ク
門
の
外
側
に
創
設
し
た
マ
ド
ラ
サ
で
あ
る
。
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ

ィ
ー
ン
は
一
三
八
一
年
に
死
去
し
、
こ
の
学
院
に
埋
葬
さ
れ
た

（A
l-M

aqrīzī, K
itāb al-Sulūk li-m

aʻrifat duw
al al-m

ulūk, 
4vols., Cairo: M

aṭ baʻat D
ār al-K

utub al-M
iṣ riyya, 1934-

1973, vol. 3, p. 461; Ibn Ḥ ajar al-ʻA
sqalānī, Inbāʼ al-ghum

r 
bi-anbāʼ al-ʻum

r, 4vols., Cairo: M
ajlis al-A̒

lā li-al-Shuʼūn 
al-Islām

iyya, 1969-1994, vol. 1, p. 243.

）。

（
40
）　https://daralm

aref.com
/N

ew
s/592796.aspx

［
二
〇
二
二

年
七
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
］。


